派生関係からみた有対自動詞と有対他動詞 : 石垣方言ヴォイス研究のためのおぼえがき by かりまた しげひさ & 島袋 幸子
派生関係からみた有対自動詞と有対他動詞 : 石垣
方言ヴォイス研究のためのおぼえがき
著者 かりまた しげひさ, 島袋 幸子
出版者 法政大学沖縄文化研究所
雑誌名 琉球の方言
巻 35
ページ 17-38
発行年 2011-03-31
URL http://hdl.handle.net/10114/11846
－ 17 －
派生関係からみた有対自動詞と有対他動詞
－石垣方言ヴォイス研究のためのおぼえがき－
かりまたしげひさ・島袋幸子
１　自動詞と他動詞
　標準語（現代日本語）の動詞も本土諸方言の動詞も、そして石垣方言 1) をふくむ琉球
諸方言の動詞も自動詞と他動詞の対立をもつ。石垣方言の他動詞は、対格（ハダカ格、
まれに ju 格）の名詞によってさしだされる直接対象にはたらきかける、主体それ自身の
さまざまな動作をあらわす。それに対して、自動詞は、主体の動作、変化、状態をあら
わす。他動詞は、対格によってさしだされる動作のはたらきかけをうける直接対象の客
体が不可欠なのに対して、自動詞は、そのようなはたらきかけをうける直接対象の客体
を必要としない。語彙・文法的な系列としての自動詞と他動詞のちがいは、それぞれの
さししめす現実の人やものの動作や変化のちがいに起因するもので、自動詞と他動詞の
結合能力のちがいに反映されているし、それぞれの動詞を述語にもつ文の内部構造のち
がいに反映されている。自動詞が主体の動作、変化、状態をあらわすことによって完結
するものであり、他動詞が直接対象である客体にはたらきかける動作をあらわすことに
よって完結するものであることが自動詞と他動詞の結合能力のちがい、それぞれの動詞
を述語にもつ文の内部構造のちがいを生じさせているのである。
自動詞構文　　isïnu　ut-iN．（石が　落ちる。）
他動詞構文　　taraːga　isï　ut-as-ïN．（太郎が　石を　落とす。）
　自動詞を述語にもつ文（自動詞構文）は、主語と述語のむすびつきによってなりたつ
が、kai 格、naNga 格、kara 格、tu 格の名詞によってあらわされる相手対象、ゆくさき、
ありか、出発点、なかまなどの間接対象の補語によってひろげられる。他動詞を述語に
もつ文（他動詞構文）は、主語と述語とハダカ格によってあらわされる直接対象の補語
のむすびつきからなりたつが、kai 格、naNga 格、kara 格などの名詞によってあらわさ
れる相手対象やくっつくところ、とりはずすところなどの間接対象の補語によってひろ
げられる。
1）言語学研究会比較歴史部会（鈴木重幸、宮良安彦、登野城るり子、狩俣繁久、島袋幸子）の石垣方言文法
研究の資料、宮城信勇（2003)、宮城信勇（1977）を使用した。また2009年1月16日～18日、6月7日～9日、10
月2日～4日の現地調査で得られた資料も含む。
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1-1　自動詞と他動詞と使役動詞
　他動詞と自動詞がことなる形式をとることは、石垣方言の動詞の特徴のひとつである。
自動詞と他動詞には、形式を異にしながらも語幹の内部に共通の部分をもち、対をなし
ているものがある。いっぽうで、対になる他動詞をもたない自動詞が存在する。対にな
る自動詞をもたない他動詞も存在する。石垣方言において対をなす自動詞と他動詞には
いくつかのタイプがみられる。他動詞と対をなす自動詞（以下、有対自動詞 2)）と自動
詞と対をなす他動詞（有対他動詞）のタイプごとに共通の特徴がみられる。また、対を
もたない自動詞（無対自動詞）にも、対をもたない他動詞（無対他動詞）にもそれぞれ
に共通の特徴がみられる。
　相互に有対の関係にある他動詞と自動詞を述語にもつ他動詞構文と自動詞構文をみる
と、もとになる文と使役構造の文の関係のようなヴォイス的な関係をみることができる。
もとになる自動詞構文 taraːnu huNdakai bir-ida．
（太郎が 床に 座った。）
使役構文	 aqpaːja taraː huNdakai bir=as-ïda．
	 （祖母は 太郎を 床に 座らせた。）
自動詞構文 asibunu uNkunu id-ida．
（腫物の 膿が 出た。）
他動詞構文	 taraːnu asibunu uNku id=as-ïda．
	 （太郎が 腫物の 膿を 出した。）
　もとになる自動詞構文の主語 taraː は動作の主体であり、述語 biruN はその主体の動
作をあらわしている。それに対して、自動詞構文から派生した使役構文では主語の位置
にあらわれる aqpaː は、動作主体に動作をするようにはたらきかける第三者＝使役主体
である。もとになる文の動作主体 taraː は主語の位置から使役構文では補語の位置に移
動している。
　自動詞構文において述語によってさしだされる変化（biruN）の主体（taraː）が、他
動詞構文においては、主語 aqpaː からのはたらきかけ（birasïN）によって変化する客体
taraː としてさしだされる。自動詞構文の主体が他動詞構文において動作主体のはたらき
かけをうける客体（直接対象）になり、自動詞構文には存在しなかった客体にむけられ
る動作の主体が主語としてあらたにくわわる。自動詞構文と他動詞構文のあいだの対応
2）有対他動詞、無対他動詞の用語は早津恵美子「有対他動詞と無対他動詞のちがいについて－意味的な特徴
を中心に」による。早津は「他動詞と自動詞の間に形態的・意味的・統語的な対応が成り立つ場合にのみ、
その他動詞と自動詞とが対応するとみなす」としている。
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がもとになる文と使役構造の文のあいだにみられるヴォイス的な対立のようにみえる。
　石垣方言の使役動詞には、使役動詞を派生させたもとになる動詞の語幹（= 語根）に
接尾辞 =asïN をつけてつくる第一使役動詞と、おなじく語根に接尾辞 =asimiN をつ
けてつくる第二使役動詞がある。後述するように、第一使役動詞を派生させる接尾辞
=asïN は、自動詞から他動詞をつくる接尾辞 =asïN と形式が同じである。また、他動詞
構文と使役構文は、意味的にも連続するところがあって、自動詞・他動詞の対立は、使
役や受身と関連しながら、石垣方言のヴォイス体系の一部を構成する要素である。
有対自動詞と有対他動詞
　石垣方言の動詞は、テンス、ムードなどの文法的な意味のちがいをあらわしわけるた
めに形をかえる。また文の中での機能のちがいをあらわしわけるためにも形をかえる。
文法的な意味や機能をあらわす活用形は、文法的な意味や機能のちがいに応じて変化す
る部分と、文法的な意味や機能がちがっていても、それぞれの活用形が同一の動詞に属
するものであることをあらわす、変化しない語彙的な意味の共通性をあらわす部分とが
ある。文法的な意味や機能のちがいに応じて変化する部分が語尾、助辞であり、変化し
ない部分が語幹である。
　有対他動詞 magiN（曲げる）は、mag-ida（曲げた）、mag-u（曲げよう）、mag-eː
（曲げて）のような活用形からなりたつが、それらの活用形は、語幹 mag- に語尾 -iN、
-ida、-u、-eː などを後接させてつくられる。第Ⅱ変化動詞 magiN の直説法一般むすび
形の非過去形には、mag-iN と mag-iruN の二つの形が併存する。語尾が iN になる形
が短語尾形、語尾が -iruN になる形を長語尾形である。短語尾と長語尾の二つの形式を
もつ動詞が第Ⅱ変化動詞である。
有対他動詞 magiN（曲げる）第Ⅱ変化動詞
テンス
ムード
非過去形
過去形
普通過去形 直前過去形
直
説
法
一般むすび形 mag-iN ／ mag-iruN mag-ida mag-eːqta
du むすび形 mag-i mag-ida ―――
疑問詞むすび形 mag-irja mag-idaː ―――
さそいかけ法 mag-u、magj-u
命令法 mag-iri
連体形 mag-i
連用形 mag-eː、mag-eːqte
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　有対自動詞 magaruN（曲がる）は、magar-uda（曲がった）、magar-a（曲がろう）、
magar-i（曲がって）のような活用形からなり、それらの活用形は、語幹 magar- に語
尾 -uN、-uda、-a、-i を後接させてつくられる。
有対自動詞 magaruN（曲がる）第Ⅰ変化動詞
テンス
ムード
非過去形
過去形
普通過去形 直前過去形
直
説
法
一般むすび形 magar-uN magar-uda magar-iqta
du むすび形 magar-u magar-uda ―――
疑問詞むすび形 magarj-a magar-udaː ―――
さそいかけ法 magar-a
命令法 magar-i
連体形 magar-u
連用形 magar-i、magar-iqte
　有対他動詞 magiN（曲げる）と有対自動詞　magaruN（曲がる）には共通する部分
mag- がある。この共通部分は、有対他動詞 magiN の語幹 mag- に接尾辞 =aruN を後
接させて、自動詞 magaruN を派生させたことがわかる。あらたな単語をつくる単語つ
くりの要素を語根とよぶと、有対他動詞 magiN のばあい、mag- は、形つくりの要素の
語幹であると同時に、magaruN を派生させる単語つくりの要素の語根でもある。
mag	-	iN（曲げる） mag	=	aruN（曲がる） magar	-	uN
語幹	-	語尾 語根	=	接尾辞 語幹	-	語尾
　おなじように、有対他動詞 ugasïN（動かす）は、有対自動詞 uguN（動く）の語幹＝
語根に接尾辞 =asïN を後接させて派生したものである。
ug	-	uN（動く） ug	=	asïN（動かす） ugas	-	ïN
語幹	-	語尾 語根	=	接尾辞 語幹	-	語尾
　音声形式を共通にもつ自動詞と他動詞は、歴史的にみれば、派生関係にあって、どち
らかいっぽうからもういっぽうがつくられたものとかんがえられるものがおおい。しか
し、iruN（入る）、iriN（入れる）などのように、語根を共通にしながら、自動詞と他動
詞のどちらがもとになったのか確認できないばあいもすくなくない。
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ir	-	uN（入る） ir	-	iN（入れる）
語幹	-	語尾 語幹	-	語尾
　自動詞と他動詞が形のうえでことなることを特徴とする石垣方言にあっても、数はす
くないが、自動詞と他動詞が同形の動詞がある。自他同形の動詞は、多義的であり、自
動詞としての語彙的な意味と他動詞としての語彙的な意味が実現される。
baroːN（自動詞・笑う）、baroːN（他動詞・笑う、あざ笑う）
　石垣方言において自動詞と他動詞が対をなすいっぽうで、対になる自動詞をもたない
無対他動詞、対になる他動詞をもたない無対自動詞も存在する。今回は、時間切れで考
察できなかったが、無対他動詞、無対自動詞の数もけっしてすくなくはなく、それらの
タイプがヴォイス体系のなかでどのような特徴をしめすか、いずれ検討したい。
２　自動詞と他動詞のどちらがもとになったか分からない自他の対
　有対自動詞と有対他動詞の派生関係をみていくとき、まず形式的に活用のタイプが第
Ⅰ変化動詞か第Ⅱ変化動詞かによって区分する。言語学研究会比較歴史部会の資料のな
かに第Ⅱ変化動詞が第一使役動詞を派生させないという記述がある。自他の有対関係を
みていくとき、重要な要素である。
　また、自動詞を意志動詞か無意志動詞かによって分類する。同じ接尾辞 =asïN をつけ
ても、ものの無意志的な運動や変化をあらわす自動詞は、他動詞を派生させるのに、人
の意志的な動作をあらわす自動詞は、使役動詞を派生させる。自動詞構文を検討するとき、
述語のあらわす動作や変化のもちぬしをさしだす主語が人なのか、ものなのかによって
分類する。
　有対自動詞と有対他動詞の両方ともに第Ⅱ変化動詞という型は、派生関係のみとめら
れないタイプにも、有対自動詞から有対他動詞を派生させたタイプにも、有対他動詞か
ら有対自動詞を派生させたタイプにも見られなかった。
2-1　第Ⅱ変化の自動詞と第Ⅰ変化の他動詞
　このグループの有対自動詞は第Ⅱ変化の無意志動詞である。その自動詞構文は、主語
によってさしだされる主体＝もの自身の状態変化をあらわす。対応する有対他動詞は、
第Ⅰ変化の意志動詞であり、その有対他動詞を述語にもつ他動詞構文は、主語によって
さしだされる人＝主体が補語の位置にあらわれる客体＝ものにはたらきかけて、客体の
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状態に変化（もようがえ、とりつけ、とりはずし）をもたらすことをあらわす。
1）anu　keːkija　kiseːru　hadzïdoː．（あの　ケーキは　切れているだろう。）
2）aqpaːja　toːraNga　keːki　kisiru　hadzï．
（母は　台所で　ケーキを　切っているだろう。）
自動詞（第Ⅱ変化 iN） 他動詞（第Ⅰ変化 uN）
kudag-iN（砕ける） kudag-uN（砕く）
kak-iN（欠ける） kak-uN（欠く）
kis-iN（切れる） kis-ïN（切る）
bar-iN（割れる） bar-uN（割る）
bur-iN（折れる） bur-uN（折る）
jar-iN（破れる） jar-uN（破る）
jabur-iN（破れる） jabur-uN（破る）
kubur-iN（零れる） kubus-ïN（零す）
kunar-iN（こなれる） kunas-ïN（こなす）
kubur-iN（壊れる） kubas-ïN（壊す）
naːr-iN（流れる） naːs-ïN 3)（流す）
akar-iN（はがれる） akas-ïN（はがす）
nug-iN（抜ける） nug-uN（抜く）
kakur-iN（隠れる） kakus-ïN（隠す）
2-2　第Ⅰ変化の自動詞と第Ⅱ変化の他動詞
　このグループの有対自動詞には、無意志動詞と意志動詞とがある。対応する有対他動
詞は、意志動詞である。
　無意志的な自動詞が述語になる自動詞構文は、主語にさしだされる主体＝もの自身の
状態変化をあらわす。対応する第Ⅱ変化の他動詞を述語にもつ文は、主語によってさし
だされる人＝主体が補語の位置にあらわれる直接対象の物＝客体にはたらきかけて、物
の状態や位置に変化をひきおこすことをあらわす。
3）unu　macijaː　icizikaNmaiNga　akuda．
（その　店は　　一時間前に　　　開いた。）
3）宮城信勇（2003）には naːs-ïN の語形は登録されておらず、naːras-ïN がある。
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4）taraːja　kinu　rukuziNga　jadu　akida．
（太郎は　昨日　六時に　　　戸を	　開けた。）
5）niːnu　cuːrabadu　 judaː　cuːru．
（根が　 強くなれば　枝は　 強くなる。）
6）sïkaːNgisaːri　sïkajaːqte　jaːju　cuːmida．
（支え木で　　	支えて　　家を　強く（補強）した。）
自動詞（第Ⅰ変化 uN） 他動詞（第Ⅱ変化 iN）
tutun-oːN（整う） tutun-u-iN（整える）
ak-uN（開く） ak-iN（開ける）
cïk-uN（付く） cïk-iN（付ける）
kaːr-uN（変わる） ka-iN（変える）
susum-uN（進む） susum-iN（進める）
sudats-ïN（育つ） sudat-iN（育てる）
tsuːr-uN 4)（強くなる） tsuːm-iN（強める）
joːr-uN（弱る） joːm-iN（弱める）
7）jarabeː　nakiridu　sudatsï．
（子は　泣いてこそ　育つ。）
8）akaː　kisi　　kaːsiriN　　hwaː　sudatiruN．
（髪を　切って　売ってでも　子を　育てる。）　
　tats-ïN（立つ）、narab-uN（並ぶ）などの自動詞は、主体＝ものの空間的な配置や出
現をあらわすことも、主体＝人のふるまい動作や位置変化をあらわすこともできる。
自動詞（第Ⅰ変化 uN） 他動詞（第Ⅱ変化 iN）
narab-uN（並ぶ） narab-iN（並べる）
tats-ïN（立つ） tat-iN（立てる）
nur-uN（乗る） nus-iN（乗せる）
ir-uN（入る） ir-iN（入れる）
jur-uN（寄る） jus-iN（寄せる）
4）tsuːr-uN（強くなる）と tsuːm-iN（強める）はいずれも tsuːsaːN（強い）の語幹 =語根をもとに派生したもの
であり、joːr-uN（弱る）と joːm-iN（弱める）は joːsaːN（弱い）の語幹 =語根をもとに派生したものである。
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　tats-ïN（立つ）、narab-uN（並ぶ）を述語にすえ、主体＝ものの空間的な位置変化や
配置や出現をあらわすとき、述語動詞は無意志的な主体＝ものの変化をあらわす。対応
する他動詞 tat-iN（立てる）、narab-iN（並べる）を述語にした他動詞構文では、客体
＝ものにはたらきかけて、ものの空間的な位置や配置や出現などの変化をひきおこすで
きごとをあらわす。
9）siNeikoːeNga　kjuːzjoːnuhiːnu　tatsïda．
（新栄公園に　九条の碑が　建った。）
10）sicjoːga　siNeikoːeNga　kjuːzjoːnuhiː　tatida．
（市長が　新栄公園に　九条の碑を　建てた。）
　おなじ tats-ïN（立つ）、narab-uN（並ぶ）などの自動詞が主体＝人の空間的な配置
や出現をあらわすとき、意志的なふるまい動作や位置変化をあらわす。
　対格の人名詞を補語の位置にすえ、客体＝人のふるまいや配置に変化をひきおこす主
体＝人の主体的なはたらきかけをあらわすとき、述語の位置にあらわれるのは tatsasïN
（立たせる）、narabasïN（並ばせる）などの第一使役動詞、tatsas-ïmiN（立たせる）、
narabas-ïmiN（並ばせる）などの第二使役動詞である 5）。
11）hwaːnu　tukunu　 paranu　mainaNgadu　tatsïdarï．
（子どもが　床の間の　柱の　　前に　　　　　立った。）
12）duːsi　tacibusanaːkiː，　hutaːrïsi　tatsasïda．
（自分で　立てないので、　 二人で　　立たせた。）
　ものが主語になる無意志的な有対自動詞 ak-uN（開く）は、原則として使役動詞を派
生させない。対応する第Ⅱ変化の有対他動詞ak-iN（開ける）は、第一使役動詞をもたない。
2-3　自動詞も他動詞も第Ⅰ変化動詞
　このグループの有対自動詞にも、無意志動詞と意志動詞とがある。
　janaNgoːr-uN（濁る）、amar-uN（余る）などを述語にもつ自動詞構文は、主語にさ
しだされるもの＝主体の無意志的な状態変化、空間的な位置変化、配置の変化をあらわす。
janaNgoːs-ïN（濁す）、amas-ïN（余す）などの有対他動詞を述語にもつ文は、対格に
5）人を主語にすえる自動詞構文と人を補語にすえる他動詞構文の述語動詞 ir-uN（入る）ir-iN（入れる）の
対が自他の関係にあり、idiN（出る）idasïN（出す）がもとになる動詞と使役動詞の関係になるのは、形の
ちがいによる。
haisja　kjoːsitsïNkai　irja．(早く教室に入れ｡)
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補語にさしだされる物＝客体にはたらきかけて、物の状態変化をあらわす。
自動詞（第Ⅰ変化 uN） 他動詞（第Ⅰ変化 ïN）
janaNgoːr-uN（濁る） janaNgoːs-ïN（濁す）
amar-uN（余る） amas-ïN（余す）
mazaːr-uN（混ざる） mazaːs-ïN（混ぜる）
nukur-uN（残る） nukus-ïN（残す）
　主として人の無意志的な位置変化をあらわす自動詞 mudur-uN（戻る）、tuːr-uN（通
る）などと対をなす他動詞 mudus-ïN（戻す）、tuːs-ïN（通す）は、人＝客体の位置変
化をあらわす。人の位置変化をあらわすとき、人＝客体は、主体からのはたらきかけの
受け手であり、位置変化をおこす主体でもあって、使役動詞と同じ二重性を有している。
mudus-ïN（戻す）、tuːs-ïN（通す）は、物＝客体の位置変化をあらわすこともできる。
石垣方言のばあい、tuːs-ïN（通す）、nukus-ïN（残す）、mudus-ïN（戻す）などの第
Ⅰ変化の他動詞と tatasïN（立たせる）、birasïN（座らせる）などの自動詞派生の第一
使役動詞とは、活用のタイプが同じであり、両者を形態論的に区別できない。第Ⅰ変化
の他動詞を述語にもつ構文と自動詞派生の第一使役動詞を述語にもつ構文とをわけるの
が構文論的な意味構造のちがいであるとすれば、nukus-ïN（残す）、utsïs-ïN（移す）、
mudus-ïN（戻す）など、おなじ動詞を述語にすえながら、もの＝客体にはたらきかけ
てものの状態変化をあらわす文の述語動詞は第Ⅰ変化の他動詞であり、人＝客体にはた
らきかけて人の位置変化をあらわす文の述語動詞は第一使役動詞なのである。
13）kumanu　mitsïkaraː　ssanu　　pïtu　tuːsanu．
（ここの　　道からは　　知らない　人を　通さない。）
mudur-uN（戻る） mudus-ïN（戻す）
tuːr-uN（通る） tuːs-ïN（通す）
utsïr-uN（移る） utsïs-ïN（移す）
　人の空間的な位置変化をあらわす kais-ïN（帰す）を述語にもつ文は、主語にさしだ
される人が客体＝人にはたらきかけて、人の位置変化をひきおこさせる。人＝客体は、
主体からのはたらきかけの受け手であり、位置変化をおこす主体でもあって、使役動詞
と同じ二重性を有している。
kair-uN（帰る） kais-ïN（帰す）
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３　他動詞から自動詞が派生した自他の対
　他動詞がもとになって派生した第Ⅰ変化の自動詞は、すべて語根に接尾辞 =aruN をつ
けてつくられている。第Ⅰ変化の他動詞から派生した第Ⅰ変化の自動詞は他にくらべて
数がすくない。また、第Ⅰ変化の他動詞から派生した第Ⅱ変化の自動詞の例は現段階で
は確認できていない。さきにも述べたが、第Ⅱ変化の他動詞から派生した第Ⅱ変化の自
動詞の例も確認できていない。
3-1　第Ⅱ変化の他動詞から第Ⅰ変化の自動詞が派生した自他の対
　第Ⅱ変化の他動詞から第Ⅰ変化の自動詞を派生させるタイプは、現段階ではすべて語
根に接尾辞 =aruN をつけて派生したものである。
他動詞（第Ⅱ変化 ariN） 自動詞（第Ⅰ変化 uN）
a-iN ／ ag-iN（上げる） aːr-uN ／ ag=ar-uN（上がる）
sa-iN ／ sag-iN（下げる） sag=ar-uN（下がる）
kak-iN（掛ける） kak=aru-N（掛かる）
at-iN（当てる） at=ar-uN（当たる）
uzïm-iN（埋める） uzïm=ar-uN（埋まる）
usam-iN（おさめる） usam=ar-uN（おさまる）
mag-iN（曲げる） maːr-uN ／ mag=ar-uN（曲がる）
tum-iN（止める） tum=ar-uN（止まる）
sïzïm-iN（静める） sïzïm=ar-uN（静まる）
sïzïm-iN（縮める） sïzïm=ar-uN（縮まる）
usam-iN（収める） usam=ar-uN（収まる）
cïta-iN（伝える） cïtaw=ar-uN（伝わる）
cïda-iN（伝える） cïtaw=ar-uN（伝わる）
kasan-iN（重ねる） kasan=ar-uN（重なる）
kasab-iN（重ねる） kasab=ar-uN（重ばる）※語彙的な意味にずれがある
aratam-iN（改める） aratam=ar-uN（改まる）
usam-iN（おさめる） usam=ar-uN（おさまる）
atsam-iN（集める） atsam=ar-uN（集まる）
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3-2　第Ⅰ変化の他動詞から第Ⅰ変化の自動詞が派生した自他の対
他動詞（第Ⅰ変化 uN） 自動詞（第Ⅰ変化 uN）
ss-uN（刺す） ss=ar-uN（刺さる）
uzïm-uN（埋める） uzïm=ar-uN（埋まる）
huso-ːN（塞ぐ） husa=r-uN（塞がる）
husag-uN（ふさぐ） husag=ar-uN（ふさがる）
14）unu　miceː　uhuisisi　 　 husagareːduru．
（その　 道は　 大きな石で　ふさがっている。）
3-3　第Ⅰ変化の他動詞から第Ⅱ変化の自動詞が派生した自他の対
　第Ⅰ変化の他動詞から第Ⅱ変化の自動詞を派生させるタイプは、現段階ではみつかっ
ていない。自動詞を派生させず、自動詞から派生したともいえない第Ⅰ変化の他動詞は
無対他動詞である。他動詞構文の補語（直接対象）を主語の位置にすえ、もの＝主体の
状態なり変化なりを表現するには受身構造の文になる。もの＝主体に変化をあたえた受
身のあいては明示されず、一般人称、あるいは不定人称として背後にかくれ、自動詞構
文に似た構造になっている。
　第Ⅰ変化の無対他動詞については p.32 の５で述べる。
他動詞（第Ⅰ変化 uN） 受身の形（第Ⅱ変化 =ariN）
cïcïm-uN（包む） cïcïm=ar-iN（包まれる）
15）kasanuhamucïja　samiNnaNga　cïcïmareːdu　uru．
（柏餅は　　　　　　月桃に　　　　包まれて 6）　　いる。）
４　自動詞から他動詞が派生した自他の対
　第Ⅰ変化、第Ⅱ変化の自動詞がもとになって派生した第Ⅰ変化の他動詞を派生させる
タイプはあるが、第Ⅱ変化の他動詞を派生させるタイプはみられない。派生した他動詞
はすべて語根に接尾辞 =asïN をつけてつくられる第Ⅰ変化の動詞である。
6）「包まる」に相当する自動詞はなく、cïcïm-uN（包む）からつくられた受身の形が使用される。
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4-1　第Ⅱ変化の自動詞から第Ⅰ変化の他動詞が派生した自他の対
　このグループの有対自動詞を述語にもつ自動詞構文は、主語によってさしだされる主
体＝ものの状態変化をあらわす。他動詞を派生させる自動詞は、もの＝主体の状態変化
をあらわして、無意志的である。対応する有対他動詞を述語にもつ他動詞構文は、客体
＝ものにはたらきかけて、ものの状態変化をあらわす。
16）pïːrï　naruqkaː　roːsokuja　kiː　hazïdoː．
（昼に　 なったら　 蝋燭は　　消えるだろうよ。）
17）kjuːja　taraːnu　deNki　 keːsïN．
（今日は　太郎が　 電気を　消す。）
18）kinunu　amisaːri　gakinu　uinu　isïnu　utida．
（昨日の　　雨で　　　崖の上の　　　石が　落ちた。）
19）uhudurïnu　tubuqkaː　pani　utiruN．
（大きな鳥が　　飛ぶと　　羽が　落ちる。）
20）anu　kakinunarï　utasi．（あの　柿の実を　落とせ。）
自動詞（第Ⅱ変化 iN） 他動詞（第Ⅰ変化 =asïN）
hukur-iN（膨れる） hukur=as-ïN（膨らます）
zoQhw-iN（濡れる） zoQhw=as-ïN（濡らす）
ut-iN（落ちる） ut=as-ïN（落とす）
sam-iN（冷める） sam=as-ïN（熱を冷ます）
sukuQc-iN（潰れる） sukuQc=as-ïN（潰す）
ak-iN（明ける） ak=as-ïN（明かす）
mur-iN（漏れる） mur=as-ïN（漏らす）
araːr-iN（現れる） araːr=as-ïN（現す）
koQhw-iN（壊れる） koQhw=as-ïN（壊す）
kar-iN（枯れる） kar=as-ïN（枯らす）
tar-iN（垂れる） tar=as-ïN（垂らす）
naːr-iN（流れる） naːr=as-ïN（流す）
mu-iN（燃える） mo=ːs-ïN（燃やす）
mu-iN（生える、萌える） mo=ːs-ïN（生やす、萌やす）
ki-ːN（消える） k=eːs-ïN（消す）
　hudub=as-ïN（成長させる）は、人や生き物の生理的な状態変化をあらわす自動詞
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hudub-iN（成長する）から派生した他動詞である。
hudub-iN（成長する） hudub=as-ïN（成長させる）
4-2　第Ⅰ変化の自動詞から第Ⅰ変化の他動詞を派生させた自他の対
　つぎのグループの有対自動詞は、主体＝ものの状態変化をあらわし、対になる有対他
動詞は客体＝ものに対して何らかのはたらきかけをおこなって、客体の状態を変化させ
る動作をあらわす。
21）pitunu　kukuroː　atsïNboNnu　piːrusoNjaːdu　piːru．
（人の　 　 心は　　　熱い飯が　　　冷めるように　 冷める。）
22）atsïsaːrikiː　NboN　piːrasi．
（熱いので　 　 飯を　 冷ませ。）
自動詞（第Ⅰ変化 uN） 他動詞（第Ⅰ変化 =asïN）
piːr-uN（冷める） piːr=as-ïN（冷ます）
huk-uN（沸騰する） huk=as-ïN（沸騰させる）
bag-uN（沸く） bag=as-ïN（沸かす）
um-uN（熟む） um=as-ïN（熟ませる）
sïzïm-uN（沈む） sïzïm=as-ïN（沈ませる）
a-uN（合う） aːs-ïN（合わせる、比べる）
kaːrag-uN（乾く） kaːrag=as-ïN（乾かす）
juhwaːr-uN（余る） juhwar=as-ïN（余らせる）
uwar-uN（終わる） uwar=as-ïN（終わらせる）
amar-uN（余る） amar=as-ïN（余らす）
sitar-uN（湿る） sitar=as-ïN（湿す）
zoːr-uN（濡れる） zoːr=as-ïN（濡らす）
mur-uN（漏る） mur=as-ïN（漏らす）
paNtar-uN（肥える） paNtar=as-ïN（肥やす）
aun-uN（空になる） aun=as-ïN（空にする）
ac-ïN（熱で熱くなる） acïr=as-ïN（熱くする）
　つぎのグループは、主体＝ものの動きをあらわす自動詞をもとにして、客体＝ものに
対して何らかのはたらきかけをあらわす他動詞を派生させている。
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nar-uN（鳴る） nar=as-ïN（鳴らす）
ug-uN（動く） ug=asï-N（動かす）
tub-uN（飛ぶ） tub=as-ïN（飛ばす）
4-3　自動詞と使役動詞
　ug=asï-N（動かす）、id=as-ïN（出す）、ur=as-ïN ～ ur=us-ïN（降ろす）などの動詞は、
自動詞 ug-uN（動く）、id-iN（出る）の語幹＝語根に接尾辞 =asïN を後接させてつくら
れたものである。この動詞を述語にすえながら、もの＝客体を直接対象にしてそれには
たらきかけて、位置変化（うつしかえ、とりつけ）など、客体＝ものの状態を変化させ
ることをあらわすとき、ug=asï-N（動かす）、id=as-ïN（出す）、ur=as-ïN ～ ur=us-ïN（降
ろす）は有対他動詞である。しかし、ug=asï-N（動かす）、id=as-ïN（出す）、ur=asï-N（降
ろす）を述語にすえながら、補語の位置に人名詞を配置し、客体＝人にはたらきかけて、
その状態を変化させるとき、ug=asï-N（動かす）、id=as-ïN（出す）は、自動詞をもと
にしてつくられた他動＝使役的な第一使役動詞であり、それを述語にもつ文は使役構文
である。
23）asibunu　uNkunu　idida．
（腫物の　　膿が　 　 出た。）
24）taraːnu　asibunu　uNku　idasïda．
（太郎が　　腫物の　　膿を　　出した。）
25）haisja　kjoːsitsïkara　idiri．　sugu　idireNjuː．
（早く　　教室から　　　出ろ。　すぐ　出るよ。）
26）tsïburïnu　ugabadu　dzïːN　ugu．
（頭が　　　　動けば　　口も　　動く。）
27）zjuNgwadzïnu　kazjeː　niːtsïkiisïN　ugasïN．
（十月の　　　　　風は　　根付き石も　動かす。）
28）hwaːnaːja　ugasibadu　masarï．
（子どもは　　動かせば　　勝る。）
　nak-uN（泣く）、uba-iN（驚く）、oqhw-iN（溺れる）など、人の生理的な状態変化
や心理的な状態変化をあらわす無意志的な自動詞の語幹＝語根に接尾辞 =asïN を後接さ
せてつくられた nak=as-ïN（泣かす）、ubaːs-ïN（驚かす）、oqhw=as-ïN（溺れさす）
などは、人にはたらきかけてその状態変化をひきおこしていて、他動＝使役的な第一使
役動詞であり、それを述語にもつ文は使役構文である。
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29）taraːja　kinu　dusïkai　sïtagareːte　nakuda．
（太郎は　　昨日　友人に　 叩かれて　　泣いた。）
30）dusïnu　sïtagiqte　taraː　　nakasïda．
（友達が　　叩いて　　太郎を　泣かした。）
自動詞（第Ⅰ変化 uN） 第一使役動詞（第Ⅰ変化 =asïN）
udurug-uN（驚く） udurug=as-ïN（驚かす）
nak-uN（泣く） nak=as-ïN（泣かす）
自動詞（第Ⅱ変化 iN)7） 第一使役動詞（第Ⅰ変化 =asïN）
uba-iN（怖がる） ubaːs-ïN（怖がらせる）
oqhw-iN（溺れる） oqhw=as-ïN（溺れさせる）
　つぎのグループは、人の動きをあらわす自動詞をもとにして、人を客体にして何らか
のはたらきかける動作をあらわす他動詞を派生させている。意志的な自動詞から派生さ
せた他動＝使役的な第一使役動詞である。
31）taraːja　kinu　kunu　zasïkïNga　birida．
（太郎は　　昨日　この　 席に　　　　座っていた。）
32）janakutu　sïːdaː，　　siNsiːja　taraːju　huNdakai　birasïda．
（悪さを　　　したので、先生は　　太郎を　床に　　　　座らせた。）
33）taraːju　kumaNga　birasïda．
（太郎を　　ここに　　　座わらせた。）
34）usjumaija　taraːju　nahakai　harasïda．
（祖父は　　　太郎を　那覇に　　行かせた。）
35）hwaː　　tukunu　　paranu　mainaNga　tatasïN．
（子どもを　床の間の　柱の　　　前に　　　　立たせる。）
36）huqcjaː　jaːnu　maikai　utuduju　tatasïda．
（長兄は　　家の　前に　　弟を　　　立たせた。）
37）bizjari　pïtuN　tatsasïN．
（いざる　　人も　　立たせる。）
7）第Ⅱ変化の動詞は自他をとわず、接辞 =as-ïN を後接させて第一使役動詞を派生させないのが原則であるが、
ubaː=s-ïN（怖がらせる）、oqhw=as-ïN（溺れさせる）はその例外である。
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自動詞（第Ⅱ変化 iN） 第一使役動詞（第Ⅰ変化 =asïN）
uk-iN（起きる） uk=as-ïN ／ uk=us-ïN（起こす）
ik-iN（生きる） ik=as-ïN（生かす）
piNg-iN（逃げる） piNg=as-ïN（逃がす）
Ng-iN（逃げる） Ng=as-ïN（逃がす）
nar-iN（慣れる） nar=as-ïN（慣らす）
id-iN（出る） id=as-ïN（出す）
ur-iN（降りる） ur=as-ïN ／ ur=us-ïN（降ろす）
自動詞（第Ⅰ変化 uN） 第一使役動詞（第Ⅰ変化 =asïN）
ik-uN（行く） ik=as-ïN（行かせる）
par-uN（行く） paras-ïN（行かせる）
Nk-oːN（向かう） Nkaːs-ïN 8)（向かわせる）
a-uN（戦う） aːs-ïN（戦わせる）
a-uN（合う） a-ːs=ïN（合わせる）
bir-uN（座る） bir=asï-N（座らせる）
arag-uN（歩く） arag=as-ïN（歩かせる）
asab-uN（遊ぶ） asab=as-ïN（遊ばせる）
５　無対他動詞
5-1　第Ⅰ変化の無対他動詞
38）aqpaːnu　kudzu　taraːnu　taNzjoːbiNga　keːki　　　cïkuruda．
（母が　　　去年　　太郎の　　誕生日に　　　ケーキを　作った。）
39）qsutiː　　neːruqkaː，　kaitiː　　　　　neːruN．
（白い手を　出せば、　　きれいな手を　差し出す。）
40）agarï　tidadu　ugamu．（上がる太陽を拝む。）
　aras-ïN（新調する、こしらえる）、ara-uN ／ aroːN（洗う）、ir-uN 9)（要る）、ikoːN
／ ika-uN（からかう）、ujamoːN ／ ujama-uN（敬う）、uranoːN ／ urana-uN（占う）、
8）形のうえで「向く ｣「向ける」に対応する動詞はみられず、Nk-oːN が「向く」と「向かう」をあらわし、
Nkaːs-ïN が「向かわせる」と「向ける」をあらわすようである。なお、意味の詳細な検討が必要である。
9）石垣方言の ir-uN（要る）が自動詞なのか、他動詞なのか、支配する格を確認。
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umoːN（思う）、oːN（追う）、oːNguN（扇ぐ）、iːr-uN（射る）、iz-uN（言う・叱る）、
uram-uN（恨む）、ujaNtiz-ïN（祈る）、satur-uN（悟る）、uwar-uN（終わる）、ois-
ïN（差し上げる）、baQcaːs-ïN（粉々に砕く）、uba-uN ／ uboːN（奪う）、aNk-uN（言う）、
kak-uN（書く）、atsïka-uN（扱う）、irag-uN（煎る）、irab-uN（撰ぶ）、kin-uN（か
き混ぜる）、asagur-uN（まさぐる）、piNgur-uN（抉（えぐ）る、cïNcar-uN（塞ぐ）
miː　cuNcaruN（目を塞ぐ）、hatagar-uN（はだかる）、tahum-uN（畳む）、ikaras-ïN（放
置する）、ukur-uN（送る）、kakum-uN（囲む）、nusïm-uN（盗む）、kaiqtur-uN（盗む、
奪う）、ugur-ïN（奢る）、kais-ïN（返す）、kais-ïN（耕す）、neːruN（差し出す）、us-
ïN（押す）、uts-ïN（打つ）、uidas-ïN（追い出す）、uiqcaːs-uN（追い払う）、uginoː
-N ／ ugina-uN（補う）、ukitur-uN（受け取る）、ugam-uN（拝む）、uinas-ïN（馬鹿
にする）、cun-uN（つなぐ、つむぐ）、taːs-ïN（費やす）、tajas-ïN（無駄に費やす）※
tamunu　tajasi（薪を無駄に費やす）、utaga-uN~utagoːN（疑う）、uta-uN~utoːN（統
治する、命令する）
paz-ïN（脱（ぬ）ぐ）再帰動詞
5-2　第Ⅱ変化の無対他動詞
　kaka-iN（抱える）、kakag-iN（掲げる）、kakaz-ïN（ひっかく、削る）、kasab-iN（重
ねる）、uk-iN（受ける）、jud-iN（茹でる）、katam-iN（背負う）、basïk-iN（忘れる）、
ubu-iN（覚える）、karag-iN ／ kara-iN（からげる）、ib-iN（植える）、itad-iN（空にする）、
kazam-iN（しまう、片づける）、isam-iN（いさめる）、a-iN（和える）、agam-iN（崇
める）、akiram-iN（あきらめる）、iːN（もらう、得る）、tud-iN（綴じる）、ikaruk-iN（水
をぶっかける）、nagi-N（投げる）、aːm-iN（浴びる）、ut-iN（移す・竈から鍋をうつす）、
utad-iN（打つ）、nad-iN（撫でる）、bag-iN（分ける）、moːg-iN（儲ける）
６　無対自動詞
6-1　第Ⅱ変化の無対自動詞
　abat-iN（あわてる）、ama-iN（よろこぶ）、u-iN（老いる）、gaːbur-iN（根負けする）、
us-iN（失せる、消える、いなくなる、なくなる）、abar-iN（あばれる）、kair-iN（転ぶ・
ひっくり返る）、biːN（酔う）、oqhw-iN（溺れる）、nar-iN（慣れる）、jab-iN（悪くな
る、＜破れる。）、huk-iN（更ける）、arawar-iN（現れる）、kaːk-iN（喉が渇く）、ab-
iN（あふれる）、sïd-iN（孵でる）、akir-iN（現れる）、akur-iN（はがれる（瘡蓋などが））、
ukur-iN（はがれる（瘡蓋などが））
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6-2　第Ⅰ変化の無対自動詞
41）tunarïnu　hwaːnanu　koːeNnaNga　asabiN．
（隣の　　　　子が　　　　公園で　　　　遊んでいる。）
42）taraːja　kinu　gokiro　araguda．
（太郎は　　昨日　五キロ　歩いた。）
　arag-uN（歩く）、asab-uN（遊ぶ）、um-uN（泳ぐ）、ibar-uN（いばる）、piNtir-uN（飛
び出る）、usïhuk-uN（うつむく）、peːr-uN ／ heːr-uN（入る）、uQsaːr-uN（ぶらさがる）、
uraːs-ïN（大勢でやってくる）、ikoːN ／ ika-uN（出会う）、utur-uN（劣る）、ujub-uN（及
ぶ）、ukab-uN（浮かぶ）、kasam-uN（重む）、sïzïras-ïN（ずれる）、amadar-ïN（雨
が滴る）、akar-ïN（明るくなる）、aNcaːr-ïN（ねじれる、よじれる）
７　他動詞から他動詞の派生
7-1　第Ⅰ変化の他動詞から強変の他動詞
　第Ⅰ変化の再帰的な他動詞から naNga（に）格の相手対象をとる第Ⅰ変化の他動詞を
派生させたものや、直接対象だけをとる第Ⅰ変化の他動詞から naNga（に）格の相手対
象をとる第Ⅰ変化の他動詞を派生させたものがある。
kab-uN（かぶる） kab=as-uN（かぶせる）
koːN（買う） kaːsïN（買わせる・売る）
kar-ïN（借りる） kar=as-ïN（貸す）
7-2　第Ⅱ変化の他動詞から第Ⅱ変化の他動詞
　直接対象だけをとる第Ⅱ変化の他動詞から naNga（に）格の相手対象をとる第Ⅱ変化
の他動詞を派生させたものがある。
mi-ːN（見る） mi=s-iN（見せる）
7-3　第Ⅱ変化の他動詞から第Ⅰ変化の他動詞
　与格の相手対象と直接対象とを要求する他動詞から奪格の相手対象と直接対象とを要
求する他動詞を派生させたとみられるもの。
adzuk-iN（預ける） adzuk=ar-uN（預かる）
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7-4　第Ⅰ変化の他動詞から第Ⅱ変化の他動詞
us-uN（押す） us=a-iN（押さえる、軽蔑する）
８　自動詞から自動詞の派生
kagam-uN（屈む） kagam=ar-uN（屈まる）
９　自動詞と他動詞と使役動詞と
　現代日本語でも人の生理的な状態変化や心理的な状態変化をあらわす自動詞と他動詞
および自動詞から派生した使役動詞が対をなしているばあいがあって、自他の対と使役
動詞とは深い関係がある。佐藤里美（1986、pp.105-106）は、無意志動詞の使役につい
てつぎのようにのべている。すこしながくなるが引用する。
　人間の状態変化のひきおこしを表現する文（使役構文…引用者補）にあらわれる補語
＝相手は、変化をひきおこす作用のうけ手であるとともに、変化の主体でもある。この
点で、他動詞構文と共通している。典型的な他動詞はものにたいするはたらきかけ動作
をさししめすのだが、なかには、はたらきかけの側面と変化の側面をあわせもつものが
あって、それぞれの側面にとっての主体の役わりを主語と補語とがにないわけている。
（中略）はたらきかけは意志的な動作であるが、変化は無意志的な現象である。無意志
的な自動詞から派生した使役動詞を述語にもつ文＝《変化のひきおこし》の文の補語が
を格でしかあらわせないのは、この《変化の主体》が、主体としての実質をうしないつ
つ、客体としての機能を負わされてくるからである。もとになる動作の意志性のうしな
いに呼応して、相手補語が意志的存在としての主体性をうしなっていく。それにたいし
て、意志的な自動詞から派生した使役動詞を述語にもつ文では、相手補語が主体的存在
のあつかいをうける。格使用の制限はそのことを形式に表現している。こんなところから、
無意志動詞の使役は他動詞構文にちかいということができる。
　奥田靖雄（1983、p.47）も他動詞と使役動詞のつながりをつぎのようにのべている。
　この動詞（ねかす、いかす…引用者補）はわかす、とかす、ながす、まわすと形態論
的につくりがおなじであるということから、他動詞であるとみなすことができるが、自
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動詞の使役のかたちとはふかい関係がある。実際、現在でも、よわすとよわせる、おど
らすとおどらせる、わらわすとわらわせるとは、語彙＝文法的にシノニムとして使用さ
れている。
酔わす 笑わす
酔う 笑う
酔わせる 笑わせる
　佐藤里美（1986、pp.94-102）は、使役動詞および使役客体の二重的な性格を詳細に記
述している。おなじく佐藤里美（1986、pp.105）は、他動詞および動作客体の二重的な
性格についても詳細に記述している。
　石垣方言の他動詞と使役動詞も、現代日本語とおなじ二重的な性格を有している。石
垣方言のばあい、自動詞語根に接尾辞=as-ïN をつけて派生させた使役動詞と他動詞とは、
形態論的におなじであるだけでなく、使役構文と他動詞構文のいずれもハダカ格あるい
は ju 格を支配していて、区別がつきにくい。先述した自動詞 ug-uN（動く）から派生
した ug=as-ïN（動かす）には、対格のもの名詞とくみあわさって他動詞としてふるま
う用法と、人名詞とくみあわさって使役動詞としてふるまう用法をあわせもつ多義的な
形式である。
ug=as-ïN（動かす）他動詞、第一使役動詞
ug-uN（動く）
ug=as-ïmiN（動かす）第二使役動詞
　石垣方言のばあい、自動詞と他動詞と使役動詞のあいだには、現代日本語以上にふか
い関係があるとみることができる。
　ところで、沖縄中南部方言では、古代日本語のいわゆるサ行四段動詞に対応する動詞
には接尾辞 =asuN がつくことはなく、接尾辞 =asimiːN のついた形がつかわれる。これ
に対して、石垣方言の語幹尾が -s の第Ⅰ変化の他動詞には、utasïN（落とす）、ukasïN
（起こす）などのような有対他動詞のグループと、ssïN（刺す）、usïN（押す）のような
無対他動詞のグループとでは使役動詞のつくり方にちがいがみられる。
　他動詞と他動詞派生の使役動詞の作り方の制限についてみてみる。
　nukur-uN（残る )、nukus-ïN（残す）など、どちらがもとになったのかわからない
有対のグループの他動詞は、第一使役動詞も第二使役動詞ももつことができる。それに
対して、自動詞 ut-iN（落ちる）の語根に接尾辞 =asïN をつけて派生させた有対他動詞
ut=as-ïN（落とす）は、第一使役動詞をもたない。tat-iN（立てる）のような第Ⅱ変化
の他動詞も第一使役動詞をもたない。第Ⅱ変化の無対他動詞でもおなじように第一使役
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動詞をもたない。
有対、無対の他動詞と派生の使役動詞
自動詞 他動詞 第一使役動詞 第二使役動詞
nukur-uN ←→ nukus-ïN → nukus=as-ïN → nukus=ïm-i(ru)N
（残る） （残す） （残させる） （残させる）
ut-iN → ut=as-ïN → × → ut=asïm-i(ru)N
（落ちる） （落とす） （落とさせる）
tats-ïN ←→ tat-iN → × → tat=isïm-i(ru)N
（立つ） （立てる） （立てさせる）
us-ïN → us=as-ïN → us=asïm-i(ru)N
（押す） （押させる ) （押させる）
jud-iN → × → jud=isïm-i(ru)N
（茹でる） （茹でさせる）
　自動詞と他動詞派生の使役動詞の作り方の制限についてみてみる。有対、無対にかか
わらず第Ⅰ変化の自動詞は、第一使役動詞も第二使役動詞ももつが、第Ⅱ変化の自動詞
は第一使役動詞をもたず、第二使役動詞しかもたない。第Ⅱ変化の自動詞も第Ⅱ変化の
他動詞も、有対、無対にかかわらず第一使役動詞をもたない。第Ⅱ変化動詞が第一使役
動詞をもたない理由については今後の検討課題である。
有対、無対の自動詞と派生の使役動詞
他動詞 自動詞 第一使役動詞 第二使役動詞
tat-iN ←→ tats-ïN → tats=asï-N → tats=asïm-i(ru)N
（立てる） （立つ） （立たせる） （立たせる）
ut=as-ïN ← ut-iN → × → ut=isïm-i(ru)N
（落とす） （落ちる） （落ちさせる）
arag-uN → arag=as-ïN → arag=asïm-i(ru)N
（歩く） （歩かせる） （歩かせる）
abat-iN → × → abat=isïm-i(ru)N
（あわてる） （あわてさせる）
　接尾辞 =asïN をつけて派生した他動詞が第一使役動詞をもたないのは、自動詞語根か
ら他動詞を派生させる接尾辞 =asïN と第一使役動詞を派生させる接尾辞 =asïN とは、お
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なじものであるからではないだろうか。そのことが ugasïN（動かす）、mudusïN（戻す）
のような、他動詞としての用法と使役動詞としての用法をもつ多義的な形式の存在の説
明を可能にする。
　nukus=as-ïN（残させる）、nukus=ïm-i(ru)N（残させる）のように第一使役動詞と
第二使役動詞をもつ使役動詞と、ut=asïm-i(ru)N（落とさせる）などのように第二使役
動詞しかもたない使役動詞とでは使役構文のあらわす使役の意味にちがいがみられる可
能性がある。使役構文のあらわす《指令》《許可》《放任》《変化のひきおこし》などの使
役の意味の実現にとって意志動詞から派生した使役動詞と無意志動詞から派生した使役
動詞とが重要な要素であることはまちがいないが、第一使役動詞と第二使役動詞のちが
いが《指令》《許可》《放任》《変化のひきおこし》のあらわしわけにかかわっている可能
性がある。今後は、自動詞と他動詞の対のなしかたやその意味的なタイプなどをさらに
詳細に検討し、それを考慮しながら使役構文についての調査をすすめてみることが必要
かもしれない。
追記：本稿は、文部科学省科学研究費（基盤研究 (B) 課題番号 20320066「南琉球方言の
文法の基礎的研究」（代表者狩俣繁久）の研究成果の一部である。
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